
28 - 18
23 - 13
25 - 25

Ｃ 25 - 26
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 2 1 0
6 * 0 0 5 10 0 0 1 1 1 2 2 4 0 0
8 * 1 2 15 20 5 7 1 3 6 9 4 6 2 0
12 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
13 * 0 0 1 3 2 2 3 1 1 2 1 1 1 0
14 0 0 0 2 4 0 0 4 1 3 4 0 1 2 0
20 * 0 2 3 4 0 0 2 1 3 4 2 0 0 0
22 0 3 5 4 5 4 5 1 0 4 4 2 2 2 0
30 * 3 7 0 2 0 2 3 1 11 12 4 6 0 0
43 0 0 0 4 4 0 0 1 1 1 2 1 0 0 0
71 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 1 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
7 16 34 54 12 18 19 9 30 39 17 23 8 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 1 2 0 0 2 0 2 2 1 1 1 0
5 0 0 0 1 1 0 0 1 2 0 2 2 0 1 0
6 * 0 3 4 7 3 4 1 1 2 3 1 0 1 0
8 * 1 5 10 17 10 10 3 1 5 6 7 3 5 0
9 * 2 6 4 7 2 3 2 0 2 2 1 2 1 0
14 * 0 1 1 4 0 0 1 1 0 1 3 0 0 0
32 * 0 1 1 6 2 2 2 0 6 6 0 0 1 0
35 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0
36 0 0 0 2 2 4 4 4 0 2 2 1 1 1 0
54 0 0 3 0 1 2 3 0 1 0 1 0 0 0 0
61 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
99 0 0 0 1 4 0 0 1 2 1 3 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 22 25 51 23 26 18 12 20 32 17 7 11 0合　　　計 82 200

RATE 13.6% 49.0% 88.5%

井上 大輝
0 -
0 - -

Team / Coach: 芦名 悦生

TO AS ST

橋口 郷 6 11

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

高田 知毅 21 27

山中 将輝 4 28
安田 蓮平 4 12

戦評
【総括】
2018年度関西学生バスケットボール選手権大会もいよいよ大詰め。最終日初戦は流通科学大学と大阪学院大学
の7位決定戦。序盤はどちらも負けず劣らずの攻防を繰り広げたが、全体として流科大が大院大を追いかける形で試
合が進んだ。前半大院大は#8吉井が起点となり安定したオフェンスを見せ、得点王争いをしている#30木下のシュー
トなどで得点を重ねていく。流科大は#6清水のドライブや#8松浦を中心として攻めた。後半も大院大優勢のまま試合
が進み、流科大はターンオーバーからの速攻やアーリーオフェンスで攻め立て逆転を図り、#35大庭のガッツが見ら
れる連続オフェンスリバウンドにベンチも湧いた。しかし大院大の安定感はオフェンス・ディフェンス両面で見られ、
所々ではミスはあったものの、要所をしめたプレーで相手に逆転の隙を与えなかった。ゲームは82-101で大院大が
勝利した。
【第1ピリオド】
まずは大院大がボールを得るとその流れで#8吉井が突っ込みファウルを得フリースローを決める。開始からから両
チームアグレッシブな攻防となり、特に流通科学大学は開始2分でチームファウルが重なってしまったものの、#8松浦
のドライブなどもあり、点差は広がらず紙一重の攻防が続く。序盤はランプレーが多かった一方で、中盤以降は大院
大はポストプレーを起点に、流科大はズレからショットを狙うといった流れであった。流科大#6清水はその速さで速攻
を決める。しかし終盤大院大はパスが上手く回り#6山下の外からのシュートが決まり、またフリースローも着実に決め
て行き、第1ピリオドは10点差で大院大リードで終えた。
【第2ピリオド】
互いに落ち着いて入ったように見られる第2ピリオド。大院大は#22高田などの3Pシュートを連続で決める一方で、
流科大は相手の好ディフェンスに阻まれ、ドライブで攻めきることができず一旦タイムアウト。しかしタイムアウト明けに
#8松浦が3Pシュートを決める。大院大はパス回しからシュート、合わせなど第1ピリオドよりも整ったプレーが見られ
た。しかし負けじと流科大途中出場の#35大庭は自身が打った3Pシュートが外れたことを予測しオフェンスリバウンド
に飛び込み見事にボールを奪うと、その後も積極的にオフェンスリバウンドに飛び込み連続でリバウンドに成功し、流
科大ベンチもこれに盛りあがり、流れを完全には渡さなかった。第2ピリオドは結果として31-51となり、大院大が点差
を広げ20点のリードで終えた。
【第3ピリオド】
後半は流科大の先制から始まる。徐々に点差を縮め逆転を狙いたい流科大は#8松浦がドライブからストップジャン
プシュート、また#9諏訪も3Pシュートを決める。中盤で少しリズムが崩れたのか、大院大にターンオーバーを許す場
面がいくつか見られたものの、なんとか喰らいついていく。しかし大院大はオフェンス・ディフェンス両面で些末なミス
を除けば大きなミスは犯さず、手堅いゲームを続ける。しかし終盤に大院大はターンオーバーを連続で許してしまい
得点を与えてしまったがリードは広げさせなかった。第3ピリオドは56-76で依然と大院大が20点リードで最終ピリオド
に突入した。
【第4ピリオド】
20点差を詰め一気に逆転したい流科大は#36藁田のシュートで点を重ねてゆき、点差を縮めつつあったが、大院
大は勢い衰えることなく、#22高田の3Pシュート、バスケットカウントなどで流科大に逆転の兆しさえ与えなかった。流
科大は積極的にパスカットを狙い、#8松浦などが果敢に飛び込みターンオーバーに持ち込むことに成功した。その
後も追いつくためプレッシャーディフェンスを続けるも、大院大の安定したオフェンス、そして堅固なディフェンスを打
ち破ることができず、19点差のリードを大院大が保ち勝利した。

主審 幡丸 登志久 副審 川路 宗勅 / 西川 恵輔 戦評 尾澤 利隆(関西学連)

関西学生バスケットボール連盟記録

男子 7位決定戦 勝チーム

101 82

敗チーム

大阪学院大学 流通科学大学
東淀川体育館

試合ＮＯ 78
コ ー ト

試 合 日 2018.05.05
開始時間 10:00
会　　場

大阪学院大学

№ Ｓ 選　手　名

吉井 裕鷹 38 35
永野 智久 0 3

中積 潤 1 9
山下 寛太 10 31

BS MINPTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND

小川 真興 0 9
0 - -

木下 誠 9 31
都築 寛太 8 4

43.8%

- -
-

合　　　計 101 200
RATE 63.0% 66.7%

0
0 -
0 - -

Team / Coach: 行広 伸太郎

諏訪 裕亮 16 23

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

垣崎 真吾 2 18

34
松浦 慎哉 33 40

粕谷 祐介 2 5

嵩原 樹 0 2

第 45回関西学生バスケットボール選手権大会

-

中山 満樹 0 4
2 15

藁田 颯 8 13
山本 修太 2 7

高田 竜豪 4 21
大庭 椋 0 5

松屋 佑季 2 13

清水 雄太 11


